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府
道
19
号
（
園
部
・
平

屋
線
）、
日
吉
・
船
岡
間
の
一

部
区
間
は
、
大
変
、
カ
ー
ブ

が
多
く
、
道
幅
も
狭
く
、
交

通
事
故
も
起
き
て
い
る
。
合

併
後
、
各
旧
町
間
の
交
流
も

盛
ん
に
な
り
、
こ
の
区
間
を
行

き
交
う
住
民
が
増
え
て
い
る
。

市
長
は
、
こ
の
区
間
に
つ
い
て

ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
か
、
ま

た
、
現
在
、
府
は
こ
の
改
良

を
ど
の
程
度
検
討
さ
れ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　
　

大
変
重
要
な
道
路
で

あ
り
、
府
へ
早
期
改
修
を
要

請
し
て
い
る
。
現
在
、
府
は
、

問市
長

企
画
調
査
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、
検
討
に
時
間
が
必
要

と
聞
い
て
い
る
。

　
　

美
し
い
田
園
風
景
に
か
や

ぶ
き
屋
根
が
醸
し
出
す
の
ど
か

な
景
観
は
、
都
市
と
の
交
流

を
進
め
る
上
で
、
欠
か
せ
な
い

観
光
資
源
で
あ
る
。
南
丹
市

全
域
に
、
歴
史
的
な
趣
の
か

や
ぶ
き
建
造
物
等
が
現
存
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
保
存
奨
励

し
、
農
村
景
観
を
守
っ
て
い
く

こ
と
は
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。「
豊

か
な
田
園
都
市
・
南
丹
市
」

を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
に

問

も
、
か
や
ぶ
き
職
人
の
仕
事

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
も
か
や

ぶ
き
屋
根
保
存
基
金
を
拡
充

し
、
市
内
全
域
に
か
や
ぶ
き

屋
根
助
成
を
広
げ
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
並

び
に
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。  

　
　
　

市
の
財
政
状
況
が
厳

し
い
中
、
現
状
で
は
、
困
難
で

あ
る
。

　
　
　
　

関
係
機
関
等
の
基

金
助
成
の
活
用
を
検
討
す

る
。
今
後
、
保
存
す
べ
き
範

囲
や
地
域
を
慎
重
に
審
議
し
、

そ
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

高
齢
者
を
地
域
全
体
が

市
長

教
育
長

問

支
え
る
体
制
を
め
ざ
し
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
り
事

業
実
施
さ
れ
た
が
、
美
山
支

所
の
「
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、

職
員
が
1
人
だ
け
で
あ
る
。

今
後
、
よ
り
高
齢
者
が
増
え

る
中
で
、
こ
の
よ
う
な
体
制

で
果
た
し
て
十
分
な
対
応
が

で
き
る
の
か
。「
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
」
の
人
的
な
体
制
強
化

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

現
状
を
見
な
が
ら
、

今
後
の
方
策
を
検
討
し
て
い

く
。

市
長

　
　

国
道
9
号
観
音
峠
の
切

り
下
げ
と
ト
ン
ネ
ル
化
を
。

国
道
9
号
は
南
丹
市
と
京
丹

波
町
や
山
陰
地
方
を
結
ぶ
大

動
脈
で
あ
る
。
そ
こ
に
観
音

峠
と
い
う
交
通
の
難
所
が
あ

る
。
冬
期
は
凍
結
や
積
雪
に

悩
み
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道

路
は
交
通
事
故
や
渋
滞
を
起

こ
し
、
排
気
ガ
ス
を
ま
き
散

ら
し
な
が
ら
12
時
間
に

1
万
2
7
8
台
の
自
動
車
が

通
行
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ト

ン
ネ
ル
化
す
る
よ
う
国
交
省

へ
要
望
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
観
音
峠
の
園
部
町
側
の

問

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

あ
た
り
か
ら
、
京
丹
波
町
新

水
戸
の
称
安
禅
寺
付
近
ま
で

直
線
で
ト
ン
ネ
ル
化
す
れ
ば

約
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
峠
を

登
ら
ず
に
京
丹
波
町
へ
抜
け

ら
れ
る
。
所
要
時
間
も
約
2

分
程
度
で
通
過
で
き
る
。
京

都
縦
貫
道
も
あ
る
が
有
料
で

あ
り
使
い
に
く
い
。
国
道
9

号
は
国
の
直
轄
道
で
あ
り
、

南
丹
市
に
は
経
費
の
負
担
は

な
い
。

　
　
　

今
後
の
課
題
と
考
え

る
。
道
路
の
重
要
性
を
再
認

識
す
る
中
で
道
路
財
源
の
確

市
長

保
に
努
力
す
る
。

　
　

園
部
町
上
木
崎
町
の
中

央
道
路
の
改
修
を
お
願
い
し

た
い
。
こ
の
道
路
は
生
活
道

路
で
あ
り
大
切
な
道
路
で
あ

る
。

　

旧
園
部
町
で
は
重
要
な
道

路
と
位
置
付
け
側
溝
の
改
修

を
一
部
実
施
し
た
が
、
ま
だ

残
っ
て
い
る
の
に
南
丹
市
に

な
っ
て
や
め
る
の
は
な
ぜ
か

理
由
を
聞
き
た
い
。
自
動
車

の
離
合
が
で
き
な
い
所
や
消

防
車
や
救
急
車
が
入
り
に
く

い
箇
所
も
あ
る
。
住
民
の
安

心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

問

え
る
と
き
、
早
急
に
改
修
さ

れ
た
い
。

　
　
　

一
定
の
整
備
は
完
了

し
た
。
色
々
な
課
題
が
あ
る

が
、
要
望
も
あ
り
、
今
後
検

討
し
た
い
。

　
　

陣
田
川
と
山
田
川
の
合

流
点
付
近
が
未
改
修
で
あ

る
。早
急
に
改
修
さ
れ
た
い
。

　
　
　

私
も
改
修
が
必
要
な

箇
所
と
考
え
て
い
る
。
府
に

も
要
望
し
連
携
し
て
い
く
。

市
長

問市
長

観音峠の切り下げと
トンネル化を 活緑クラブ

矢野　康弘 議員

道路の重要性を再認識し、今後の課題と考える市長

園部平屋線のたてかべ
付近の早期改修を

府は企画調査中である

丹政クラブ
末武　徹  議員

市長

九鬼ヶ坂峠付近の
改良を

め
る
。

　
　
　

大
変
重
要
な
路
線
と

位
置
づ
け
て
い
る
。
府
に
お

い
て
も
棚
バ
イ
パ
ス
完
成
後

の
整
備
区
域
と
し
て
、九
鬼
ヶ

坂
改
修
を
位
置
付
け
て
頂
い

て
い
る
。
国
交
省
へ
も
強
く

要
請
を
し
た
。

　
　

府
道
京
都
広
河
原
美
山

線
は
、
由
良
川
を
さ
か
の
ぼ

る
唯
一
の
生
活
道
路
で
あ
る

と
と
も
に
、
年
間
70
万
人
が

通
行
す
る
観
光
道
路
で
あ
る
。

国
交
省
の
新
規
事
業
に
「
日

本
風
景
街
道
」
が
あ
る
。
こ

の
事
業
を
使
い
芦
生
原
生
林

市
長

問

か
ら
、
大
野
ダ
ム
ま
で
を
観

光
道
路
と
し
て
整
備
で
き
な

い
か
市
長
の
所
見
を
伺
う
。  

　
　
　

雪
害
、
交
通
安
全
両

面
か
ら
改
修
が
必
要
で
あ
り
、

府
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

ま
た
、「
風
景
街
道
」
事
業
に

つ
い
て
は
、
府
に
検
討
を
お

願
い
す
る
。

　
　

農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
は
、
農
地
を
農
家

だ
け
で
な
く
地
場
で
守
っ
て

い
く
も
の
で
あ
り
評
価
で
き

る
。
し
か
し
、
事
務
作
業
が

複
雑
で
作
業
量
も
多
く
農
家

組
織
で
は
、
不
安
や
不
満
の

市
長

問

　
　

国
道
1
6
2
号
は
、
美

山
町
を
南
北
に
縦
断
す
る
広

域
幹
線
道
路
で
あ
り
、
狭

き
ょ
う

隘あ
い

で
急
カ
ー
ブ
も
多
い
。
京
都

市
は
、
栗
尾
ト
ン
ネ
ル
等
の

改
良
に
積
極
的
に
取
り
組
み

完
成
す
れ
ば
、
京
都
市
と
若

狭
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
は
格
段

に
向
上
す
る
。残
す
は
九
鬼
ヶ

坂
峠
付
近
の
改
良
の
み
と
な

る
。
南
丹
市
あ
げ
て
の
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
ま
た
、
先
日
答
申
さ

れ
た
総
合
振
興
計
画
で
は
、

国
道
1
6
2
号
の
記
述
が
新

市
建
設
計
画
か
ら
後
退
し
て

い
る
が
、
市
長
の
見
解
を
求

問

声
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

国
や
府
へ
事

務
の
簡
素
化
等
を
要
望
し
て

い
る
。
ま
た
、
振
興
会
等
と

連
携
を
し
て
事
務
の
指
導
・

説
明
を
行
っ
て
い
く
。

農
林
商
工
部
長

　
　

京
都
府
地
震
被
害
想
定

調
査
委
員
会
か
ら
殿
田
・
神

吉
・
越
畑
断
層
の
被
害
予
測

が
発
表
さ
れ
た
。
死
者

3
4
0
0
人
を
は
じ
め
危
機

的
な
被
害
数
量
結
果
を
踏
ま

え
、
防
災
体
制
の
強
化
と
、

ま
た
テ
レ
ビ
の
ケ
ー
ブ
ル
化

に
よ
り
災
害
時
に
断
線
す
る

恐
れ
が
あ
る
。
復
旧
体
制
に

つ
い
て
も
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
な
ど
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　

府
か
ら
説
明
を
受
け

て
い
な
い
状
況
で
衝
撃
的
な

発
表
で
あ
っ
た
。
今
後
、
詳

細
を
聞
き
、
防
災
計
画
の
内

問市
長

容
を
検
討
す
る
。
復
旧
体
制

に
つ
い
て
も
相
互
応
援
協
定

を
結
ぶ
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　

京
都
・
園
部
間
は
、
完

全
複
線
化
で
利
便
性
が
大
幅

に
向
上
す
る
。
園
部
以
西
の

鉄
道
利
用
者
並
び
に
市
営
バ

ス
利
用
者
が
ダ
イ
ヤ
等
、
利

便
性
の
向
上
を
全
く
享
受
で

き
な
い
状
況
は
、
絶
対
に
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
船
岡
・
日
吉
・
鍼
灸
大

学
前
・
胡
麻
の
4
駅
に
も
イ

コ
カ
対
応
の
改
札
機
設
置
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

　
　
　

園
部
以
西
の
複
線
化

問市
長

と
ダ
イ
ヤ
問
題
は
、
利
用
者

の
要
望
を
聞
き
、
促
進
協
議

会
で
よ
り
活
動
を
進
め
る
。

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
公
共
交

通
会
議
で
審
議
い
た
だ
く
が
、

公
共
交
通
の
充
実
は
重
要
で

あ
る
。
ま
た
イ
コ
カ
に
つ
い

て
は
、
ダ
イ
ヤ
改
正
も
含
め

J
R
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　

文
部
科
学
・
農
林
水
産
・

総
務
が
連
携
し
、
子
ど
も
農

山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。

す
べ
て
の
公
立
小
学
校
児
童

を
対
象
に
全
国
約
5
0
0
地

域
の
農
山
漁
村
で
長
期
宿
泊

問

体
験
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

本
市
は
、
教
育
・
地
域
振
興

の
2
つ
の
観
点
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
図
る
の
か
。

　
　
　

地
域
活
性
化
、
都
市

交
流
と
本
市
に
と
っ
て
大
き

な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。

　
　
　
　

本
市
に
お
い
て
は
、

大
半
の
小
学
校
で
体
験
学
習

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は

長
期
宿
泊
な
の
で
、
施
設
や
ス

タ
ッ
フ
等
、
課
題
が
多
い
、
国

や
府
の
動
向
に
注
目
し
、
慎
重

に
対
応
し
て
い
く
。

市
長

教
育
長

防災体制の強化を
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